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 沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む

 沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。

　

今月の１枚 
 

”冠雪の 
 富士山” 

 

千本松原越し

に顔をのぞか

せています！ 

 沼津貨物駅は、沼津市を含む県東部地域と全国を結ぶ物流の拠点として、また災害時の防災拠点として、 

地域経済やみなさんの暮らしにとって欠かすことのできない施設です。 
 

● 荷役機能 
 ・沼津貨物駅の取扱量は約12万5千トン（平成25年度）で、 

  １日に４本の列車が発着し、コンテナ等の荷物の積み降ろしを行っています。 

 ・鉄道輸送で使われる通常のコンテナ（12ｆｔコンテナ）に加え、 

  県東部で唯一、大型のコンテナ（20ｆｔコンテナ）も取り扱っています。 
 

● 待避機能 
 ・スピードの遅い貨物列車を待避線で時間調整させることで、 
  旅客列車がスムーズに運行できます。 

【裏面もご覧ください！】 

    Facebookページも 

    「沼津発⇒未来へ」 

■現在の沼津貨物駅には、こんな役割があります 

• 鉄道コンテナの輸送費は、トラックの約1/2～1/3です。沼津貨物駅は県東部の      
事業者を物流コストの面から支えています。また、北海道の安くておいしい野菜      
にも沼津貨物駅を経由して皆さんの食卓に届けられているものがあります。 

物流コスト 

• 鉄道輸送の二酸化炭素（CO₂）排出量はトラック輸送の約1/8です。鉄道を使うこと    
で道路渋滞の解消、輸送効率の向上、エネルギー消費量の節約など、環境負荷     
を低減するとともに、エネルギー問題や少子高齢化に伴うドライバー不足の解決      
にもつながります。 

環境負荷 

• 阪神淡路大震災や東日本大震災では、緊急物資の輸送手段として鉄道が大活躍    
しました。沼津に貨物駅があることで、もしもの時の安全・安心につながります。 

防災機能 

 沼津に貨物駅が必要な理由は？ 
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■魅力的なまちづくりをやっています！ ■沼津市からのお知らせ 

 愛知県東海市（人口約11万人）の名古屋鉄道 

常滑線・河和線の太田川駅は、平成25年度に 

三層構造の高架駅となりました。 

 駅東地区には、イベントスペースとしても活用 
されている歩行者専用道路（最大幅員50m）や、 

民間活力によりマンションや商業施設などが建設 

されました。 

 駅西地区には、劇場などが入る再開発ビルが 

昨年８月に竣工した他、大型ショッピングセンター 

や日本福祉大学のキャンパスが建設されるなど、 

太田川駅を中心としたまちづくりが進んでいます。 

■よくあるご質問 
  

   一本松踏切は拡幅されるの？ 
   （「原地区まちかどトーク」でいただいた質問） 
 
   新貨物ターミナル予定地にある一本松踏切と 
桃里東踏切の２箇所は、いずれも普通自動車が 
通れない狭い踏切です。 
 これらの踏切は貨物ターミナルの移転とともに 
廃止され、代わりにアンダー道路が２本整備される 
予定です。 
 アンダー道路は２車線の車道と歩道が計画され

ているので、現在の踏切より安全で利便性が高く

なります。 

鉄道高架 名鉄太田川駅  

高架下商業施設 

大学キャンパス 歩行者専用道路 

東西自由通路 

●沼津駅周辺総合整備事業の全体事業費について 
  

 市では、事業の透明性を高めるため、過去の事業

費や市の負担のない事業も含めた沼津駅周辺総合

整備事業の全体事業費を毎年公表しています。 

 最新の全体事業費について、平成27年3月31日を

基準として更新し、平成28年1月8日に公表しました。

（詳細は市ホームページをご覧ください） 

 市では、今後も経費の節減に努めるとともに、 
関係機関と協力し、鉄道高架事業を活用した 
まちづくりを進めていきます。 

 ①鉄道高架事業       ３．２％ 
⇒ＪＲ東海道本線、御殿場線の高架化      
 
 ②鉄道高架関連事業   ３０．６％ 
⇒鉄道高架化に伴う道路整備等       
 
 ③土地区画整理事業   １９．７％ 
⇒駅周辺の総合的な都市基盤整備 
       
 ④特定再開発事業     ９９．４％ 
⇒「ＢｉＶｉ沼津」の整備等       
 
 ⑤市街地再開発事業    完了 
⇒「イーラｄｅ」の整備等 
 
 ⑥駅北拠点開発事業    完了 
⇒「プラサヴェルデ」の建設 
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＜平成26年度末時点での事業進捗状況＞ 

総事業費 

 約１，９９６億円 

平成27年度以降 

市負担額 

 約４４２億円 鉄道高架事業    約７８７億円 

鉄道高架関連事業  約４４５億円 

土地区画整理事業  約２９４億円 

駅北拠点開発事業  約１８１億円 

特定再開発事業   約１５８億円 

市街地再開発事業  約１３１億円 

約 ９４億円 
約１６５億円 

約１８３億円 
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